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っ
て
人
称
表
現
を
適
切
に
使
い
分
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
言
え
る
。

　

日
本
語
の
「
人
称
表
現
」
は
、「
呼
称
（
表
現
）」、「
名
称
」、「
呼
び
か

け
（
語
）」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
語
が
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
用
語

で
も
、
研
究
者
に
よ
り
定
義
が
微
妙
に
異
な
る
場
合
も
あ
る
。
本
稿
で
は

ペ
ル
シ
ア
語
の
「
人
称
表
現
」
の
実
態
が
テ
ー
マ
で
あ
る
の
で
、
日
本
語

の
「
人
称
表
現
」
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
先
ず
日
本

語
の
「
人
称
表
現
」
に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
を
以
下
に
概
観
す
る
。

「
人
称
表
現
」
は
、「
呼
称
」
と
も
称
さ
れ
る
。
こ
の
「
呼
称
」
は
主
に

国
廣
哲
弥
（1990
）
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
“address 

form
 

﹇term

﹈”の
訳
語
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
英
語
と
同

は
じ
め
に

　

会
話
に
お
い
て
話
し
手
が
聞
き
手
を
指
す
時
、
ど
の
よ
う
な
「
人
称
表

現
（
呼
び
方
）」
を
用
い
る
の
か
。
こ
れ
は
、
両
者
の
関
係
を
築
く
上
で
、

重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
般
に
そ
れ
ぞ
れ
の
言

語
の
特
徴
に
応
じ
た
特
性
を
有
す
る
が
、
一
般
的
に
話
し
手
と
聞
き
手
と

の
人
間
関
係
と
場
面
に
応
じ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
。
特
に
、
異
文
化
接
触

場
面
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
話
し
手
と
聞
き
手
間
の
呼
び
方
、

呼
ば
れ
方
で
、
違
和
感
を
持
つ
場
合
が
あ
り
、
時
に
は
誤
解
の
原
因
と
な

り
う
る
。
円
滑
な
人
間
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
相
手
や
場
面
に
よ

研
究
ノ
ー
ト

現
代
ペ
ル
シ
ア
語
に
お
け
る
人
称
表
現
の
使
用
実
態

親
族
間
の
会
話
に
お
け
る
呼
格
的
用
法
と
代
名
詞
的
用
法
の
対
称
詞

セ
ペ
フ
リ
バ
デ
ィ
・
ア
ザ
ム
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あ
る
。

　

ま
た
、
鈴
木
（1973

）
は
、
親
族
間
の
会
話
に
お
け
る
呼
び
か
け
方
を

観
察
し
、「
目
上
・
目
下
」
に
よ
る
呼
び
方
の
原
則
を
見
出
し
、
こ
の
親

族
間
の
原
則
は
社
会
的
場
面
に
も
当
て
は
ま
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
（
一
四
六
―
一
四
八
頁
）。
こ
の
点
も
ま
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会

で
あ
る
イ
ラ
ン
に
お
け
る
人
称
表
現
の
使
い
分
け
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、

必
要
に
応
じ
て
参
照
す
る
。

　

な
お
、
国
廣
（1990

）
は
、「
話
題
に
さ
れ
る
第
三
者
を
指
す
の
に
用

い
る
語
」
で
あ
る
「
言
及
称
」
を
「
他
称
」
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

確
か
に
同
じ
代
名
詞
的
用
法
で
あ
っ
て
も
、
目
の
前
の
相
手
に
た
い
す
る

呼
び
か
け
と
し
て
使
う
場
合
と
、
目
の
前
に
い
な
い
人
を
話
題
と
し
て
取

り
上
げ
る
言
及
称
の
区
別
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
言
及
称
は
、
例
え

ば
、
友
人
の
前
で
は
「
お
や
じ
」、
先
生
の
前
で
は
「
父
」、
母
の
前
で
は

「
お
父
さ
ん
」
な
ど
と
呼
び
分
け
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
を
考
慮
す
る
と

質
問
紙
の
内
容
が
か
な
り
煩
瑣
に
な
る
。
特
に
、
今
回
の
調
査
で
は
、
対

象
者
に
小
学
五
年
生
を
含
ん
で
お
り
、
年
少
者
に
は
代
名
詞
的
用
法
と
言

及
称
の
区
別
が
困
難
で
あ
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
考
察
の

対
象
か
ら
外
し
、
呼
格
的
用
法
と
代
名
詞
的
用
法
の
区
別
に
集
中
す
る
こ

と
に
し
た
。

　

イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
諸
言
語
の
中
で
も
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
等
の
人
称
表
現
全
般
に
関
す
る
研
究
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、

義
の
「
話
し
手
に
直
接
に
呼
び
か
け
た
り
、
言
及
し
た
り
す
る
語
」
で
あ

る
。
具
体
的
に
い
う
と
、
固
有
名
詞
、
人
称
代
名
詞
、
親
族
名
称
、
職

業
・
役
割
名
、
地
位
・
役
職
名
、
ま
た
、
敬
称
（M

r., M
s., D

r.

等
）
や

呼
称
接
尾
辞
（
さ
ん
・
く
ん
等
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿
が
考
察
の

対
象
と
す
る
「
人
称
表
現
」
は
、
国
廣
の
「
呼
称
」
と
重
な
る
。
し
か
し
、

「
呼
称
」
と
い
う
表
現
は
、
日
本
語
で
は
呼
び
か
け
語
の
み
を
指
す
こ
と

も
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
「
人
称
表
現
」
と
い
う
名
称
を
採
用
す
る
。

　

鈴
木
孝
夫
（1973

）
は
、
人
を
表
す
こ
と
ば
の
分
類
と
し
て
、
人
称
代

名
詞
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
話
し
手
が
自
分
自
身

に
言
及
す
る
あ
ら
ゆ
る
表
現
を
総
括
す
る
概
念
と
し
て
「
自
称
詞

（term
s for self

）」、
話
し
相
手
に
言
及
す
る
表
現
の
総
称
と
し
て
「
対

称
詞
（address term

s

）」
と
い
う
概
念
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
提
唱

し
た
。
さ
ら
に
、
彼
は
、
対
称
詞
を
「
呼
格
的
用
法
（vocative use
）」

と
「
代
名
詞
的
用
法
（pronom

inal 
use

）」
に
下
位
分
類
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
子
ど
も
が
母
親
に
対
し
「
お
母
さ
ん
！
」
と
直
接
呼
び
か
け
る

場
合
は
呼
格
的
用
法
、
子
ど
も
が
母
親
に
腹
を
立
て
て
「
お
母
さ
ん
な
ん

て
嫌
い
」
と
い
う
場
合
は
代
名
詞
的
用
法
で
あ
る
。
こ
の
区
別
は
、
イ
ン

ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
に
属
す
る
ペ
ル
シ
ア
語
の
人
称
表
現
を
考
察
す
る

上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
の
鈴
木
の
見
方
に
従

い
、
ペ
ル
シ
ア
語
の
人
称
表
現
を
、
呼
格
的
用
法
と
代
名
詞
的
用
法
に
区

別
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
点
が
本
稿
の
重
要
な
前
提
で
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と
こ
ろ
で
、K

eshavarz

は
、
イ
ラ
ン
革
命
の
結
果
、
旧
来
の
権
力

構
造
に
基
づ
く
複
雑
な
人
称
表
現
が
単
純
化
さ
れ
人
称
表
現
の
民
主
化
が

進
ん
だ
も
の
の
、
イ
ラ
ン
革
命
は
民
主
化
革
命
で
あ
る
と
同
時
に
、
イ
ス

ラ
ー
ム
へ
の
回
帰
を
目
指
す
革
命
で
あ
っ
た
た
め
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
人

称
表
現
は
革
命
後
も
比
較
的
豊
富
に
残
っ
て
い
る
点
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

イ
ラ
ン
の
国
教
は
イ
ス
ラ
ー
ム
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
典
『
コ
ー
ラ

ン
』
に
基
づ
く
教
育
の
影
響
は
大
き
く
、
学
校
教
育
な
ど
公
的
場
面
か
ら
、

私
的
な
家
庭
生
活
と
、
日
常
生
活
に
亘
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
と
慣

習
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
年
長
者
が
尊
敬
さ
れ
、

家
族
関
係
が
重
ん
じ
ら
れ
る
伝
統
が
若
い
世
代
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、K

eshavarz

意
外
の
研
究
者
も
同
様

に
強
調
し
て
い
る
。
例
え
ば
、Saberi

（2002

）
は
、
ペ
ル
シ
ア
語
の
特

徴
と
し
て
、
他
の
諸
言
語
に
比
べ
「
呼
称
」
に
宗
教
的
慣
習
、
友
愛
・
親

愛
の
情
、
社
交
儀
礼
な
ど
の
影
響
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
点
を
挙
げ
て
い

る
。

　

最
近
で
はA

ghagolzadeh

（2011

）
も
、
日
常
的
な
イ
ラ
ン
の
社
会

生
活
に
は
上
に
挙
げ
た
要
素
が
話
し
言
葉
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
、
話
し
手
と
聞
き
手
の
属
す
る
社
会
背
景
に
も

着
目
し
、
両
者
間
の
差
異
に
よ
っ
て
、
呼
称
が
使
い
分
け
ら
れ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

　

ペ
ル
シ
ア
語
は
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
に
属
す
る
た
め
、
人
称

イ
ラ
ン
の
公
用
語
で
あ
る
ペ
ル
シ
ア
語
の
人
称
表
現
は
こ
れ
ま
で
研
究
対

象
と
は
な
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、M

oham
m

ad 

H
ossein 

K
eshavarz

（
以
下K

eshavarz

）
の
論
文
（1988

）
は
、
現

代
ペ
ル
シ
ア
語
の
人
称
表
現
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
文
献
で
あ
る
。

K
eshavarz

は
、
ペ
ル
シ
ア
語
人
称
表
現
を
以
下
に
概
説
す
る
。

　

ペ
ル
シ
ア
語
で
は
、
一
般
的
な
“address form

 

﹇term

﹈”で
あ
る
人

称
代
名
詞
以
外
に
、
男
性
へ
の
敬
称
「agha

（
さ
ん
）」、
女
性
へ
の
敬

称
「khanom

（
さ
ん
）」、
敬
称
に
苗
字
を
加
え
る
表
現
「agha-ye

＋
苗

字
（
苗
字
＋
さ
ん
）」、「khanom

-e

＋
苗
字
（
苗
字
＋
さ
ん
）」
が
あ
る
。

ま
た
、
敬
称
に
職
業
や
地
位
を
加
え
る
表
現
と
し
て
、「agha-ye 

dok-

tor

ド
ク
タ
ー
（
男
性
の
医
者
・
博
士
号
取
得
者
）
さ
ん
）」、「agha-ye 

m
ohandes

（
モ
ハ
ン
デ
ス
（
男
性
の
理
系
学
士
・
修
士
号
取
得
者
）
さ

ん
）」
な
ど
が
あ
る
。
一
方
、
親
族
名
称
「dadash

（
兄
弟
）」「abaji

（
姉
妹
）」
な
ど
以
外
に
、
宗
教
的
敬
意
を
示
す
表
現
、
例
え
ば
イ
ス
ラ
ー

ム
教
の
聖
地
メ
ッ
カ
へ
の
巡
礼
を
経
験
し
た
者
（hajj

）
に
対
し
て
用
い

ら
れ
る
「hajj 

agha

（
男
性
巡
礼
者
）」、「hajj 

khanom

（
女
性
巡
礼

者
）」、
親
愛
を
示
す
表
現
「azizam

（
私
の
最
愛
の
人
）」、「nūr-e 

cheshm
am

（
私
の
目
の
よ
う
に
大
切
な
人
）」「delbandam

（
私
の
心

に
常
に
住
む
人
）」、
社
交
辞
令
（taʻarof

）
が
反
映
さ
れ
た
表
現
「sar-

w
aram

（
私
の
主
人
の
よ
う
な
人
）、taj-e saram

（
私
の
頭
の
上
の
冠

の
よ
う
な
人
）
等
も
挙
げ
て
い
る
。
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横
断
的
な
実
態
調
査
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点
で
、
本
稿

は
、
イ
ラ
ン
社
会
に
お
け
る
ペ
ル
シ
ア
語
の
人
称
表
現
研
究
に
対
し
、
貴

重
な
一
次
資
料
を
提
供
で
き
る
と
考
え
る
。

　

本
研
究
は
、
言
語
体
系
と
言
語
使
用
の
接
点
の
問
題
を
分
析
対
象
と
す

る
社
会
言
語
学
の
手
法
を
採
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
は
、
対
称
詞
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
選
択
に
関
す
る
記
述
・
分
析
を
通
し
て
、
現
代
イ
ラ

ン
に
お
け
る
ペ
ル
シ
ア
語
の
言
語
体
系
と
言
語
使
用
の
相
互
関
係
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
の
基
礎
的
研
究
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

1
　
調
査
方
法

1
―
1
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
調
査

　
　

本
研
究
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
イ
ラ
ン
の
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
在
住
の

ペ
ル
シ
ア
語
を
母
語
と
す
る
イ
ラ
ン
人
二
五
〇
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
集
計
、
分
析
し
た
。

1
―
2
　
質
問
項
目

　

本
調
査
で
は
、
親
族
間
の
関
係
の
違
い
に
よ
る
ペ
ル
シ
ア
語
の
対
称
詞

の
使
い
分
け
を
検
討
す
る
た
め
、
話
し
手
を
基
準
と
し
て
、
同
世
代
、
異

世
代
の
「
目
上
」
と
「
目
下
」
の
関
係
に
あ
る
親
族
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
親
族
に
対
し
、
何
と
呼
ん
で
い
る
か
、
調
査
対
象
者
に
尋
ね
た
。
回

代
名
詞
の
使
い
方
は
単
純
で
あ
る
と
見
な
さ
が
ち
で
あ
り
、
ま
た
、
イ
ス

ラ
ー
ム
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
宗
教
的
な
文
脈
で
の
み
人
称
表
現
が
規
定

さ
れ
る
と
単
純
化
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
面
の
真
理
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
吉
枝
聡
子
（2000

）
が
指
摘
す
る
よ
う
に（

1
）、
イ
ス
ラ
ー
ム
社

会
で
は
、
少
な
く
と
も
公
的
な
場
で
は
宗
教
的
に
男
性
社
会
と
女
性
社
会

が
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
代
ペ
ル
シ
ア
語
に

は
男
性
語
や
女
性
語
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
な
い
と
さ
れ
、
そ
の
実
態
は

一
様
で
は
な
い
。

　

特
に
、
家
庭
内
で
用
い
ら
れ
て
い
る
人
称
表
現
は
、
日
本
語
で
も
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、
家
庭
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
筆
者
の
イ
ラ
ン
に
お

け
る
調
査
で
も
そ
の
多
様
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
、
首
都

テ
ヘ
ラ
ン
の
イ
ラ
ン
家
庭
内
で
、
ペ
ル
シ
ア
語
の
人
称
表
現
が
ど
の
よ
う

に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
の
実
態
を
報
告
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
い
。

　

本
稿
で
は
、
一
般
的
な
イ
ラ
ン
の
親
族
間
の
ペ
ル
シ
ア
語
会
話
に
お
い

て
用
い
ら
れ
る
対
称
詞
に
つ
い
て
、
特
に
話
し
手
の
年
代
（
成
長
段
階
）

及
び
性
差
に
注
目
し
て
分
析
を
行
う
。
こ
こ
で
言
う
と
こ
ろ
の
親
族
と
は
、

回
答
者
の
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
父
方
と
母
方
の
祖
父
母
で
あ
る
。
こ
の
分

析
の
た
め
の
資
料
と
し
て
、
筆
者
は
二
〇
一
〇
年
に
、
テ
ヘ
ラ
ン
在
住
の

小
学
生
か
ら
新
社
会
人
ま
で
の
イ
ラ
ン
人
に
対
し
て
、
世
代
別
・
性
別
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
筆
者
の
知
る
限
り
、
こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
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「
母
」
は
、
英
語
で
はm

other

、
ス
ペ
イ
ン
語
で
はm

adre

、
ド
イ
ツ

語
で
はM

utter

、
そ
し
て
ペ
ル
シ
ア
語
で
はm

ādar

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
諸
言
語
で
は
、
日
本
語
に
比

べ
、
い
わ
ゆ
る
人
称
代
名
詞
の
形
態
は
基
本
的
に
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
ペ
ル
シ
ア
語
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。「
自
称
詞
」
に
あ

た
る
ペ
ル
シ
ア
語
の
一
人
称
単
数
の
代
名
詞
は
、
英
語
で
は
、
主
格I

、

目
的
格m

e

、
ス
ペ
イ
ン
語
で
はyo

、
ド
イ
ツ
語
で
はIch

、
そ
し
て
ペ

ル
シ
ア
語
で
はm

an

で
あ
る
。
会
話
の
聞
き
手
を
表
す
二
人
称
単
数
の

主
格
は
、
英
語
で
はyou

、
ス
ペ
イ
ン
語
で
はtú

、
ド
イ
ツ
語
で
はD

u

、

丁
寧
形
はSie

、
ペ
ル
シ
ア
語
で
はto

、
丁
寧
形
がshom

ā

で
あ
る
。

3
　
父
母
に
対
す
る
呼
び
か
け
方

3
―
1
　
父
母
に
対
す
る
呼
格
的
用
法
の
対
称
詞

　

表
2
・
3
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
小
学
生
の
回
答
者
は
、
男
女
共
に
、

父
親
に
対
し
て
「bābāyī

（
パ
ピ
ー
）」、
母
親
に
対
し
て
「m

ām
ānī

（
マ
ミ
ー
）」
と
呼
び
か
け
る
者
が
比
較
的
多
い
。
そ
れ
に
次
い
で
多
い
呼

び
か
け
方
は
、
男
女
共
に
、
父
親
に
対
し
て
は
「bābā jān

（
パ
パ
ち
ゃ

ん
）」、「bābā
＋esm

（
パ
パ
＋
名
前
）」、
母
親
に
対
し
て
は
「m

ām
ān 

jān

（
マ
マ
ン
ち
ゃ
ん
）」
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
“jān

”は
、
日
本
語
の

「
ち
ゃ
ん
」
に
相
当
す
る
接
尾
表
現
で
あ
る
。

答
は
自
由
記
入
式
で
行
っ
た
。
そ
の
目
的
は
、

で
き
る
だ
け
多
様
な
対
称
詞
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
収
集
し
て
類
型
化
し
、
そ
の
類
型
か
ら
ペ

ル
シ
ア
語
に
お
け
る
対
称
詞
の
使
い
分
け
の
傾

向
及
び
そ
の
特
徴
を
探
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
な

お
、
回
答
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
親
族
と
対
面

し
て
会
話
す
る
と
い
う
状
況
を
想
定
し
て
回
答

し
て
も
ら
っ
た
。

2
　
ペ
ル
シ
ア
語
の
対
称
詞

　

鈴
木
孝
夫
（1973

）
に
よ
る
と
イ
ン
ド
・
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
諸
言
語
は
「
そ
の
起
源
を
共

有
し
て
い
た
た
め
、
今
で
も
こ
れ
ら
の
諸
言
語

に
は
、
共
通
す
る
単
語
や
表
現
が
数
多
く
見
ら

れ
る
」（
一
三
六
頁
）。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
・
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
語
族
に
属
す
る
諸
言
語
の
親
族
名
称

の
中
で
も
、「
父
」
と
「
母
」
を
表
す
基
本
単

表 1：調査対象者の性差および人数

性差 小学 5年 中学校 2年 高校 2年 大学 2年 社会人 2年目 合計

男 25名 25名 25名 25名 25名 125名

女 25名 25名 25名 25名 25名 125名

合計 50名 50名 50名 50名 50名 250名

語
は
、
今
で
も
非
常
に
似
た
形
態
を
残
し
て
い
る
。「
父
」
は
、
英
語
で

はfather

、
ス
ペ
イ
ン
語
で
はpadre

、
ド
イ
ツ
語
で
はV

ater

、
そ
し

て
本
稿
の
研
究
対
象
で
あ
る
ペ
ル
シ
ア
語
で
はpedar

で
あ
る
。
ま
た
、
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が
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

社
会
人
は
、
男
女
共
に
「bābā

（
パ
パ
）」「m

ām
ān

（
マ
マ
）」
を
最
も

多
く
使
用
し
て
い
る
。

　

両
親
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
呼
格

的
用
法
の
対
称
詞
に
は
、
話
し
手
、

ま
た
聞
き
手
の
性
差
に
よ
る
違
い
が

明
確
に
確
認
さ
れ
た
。
ま
ず
、
宗
教

的
・
社
会
的
慣
習
に
よ
り
、
父
親
に

比
べ
、
女
性
で
あ
る
母
親
に
対
し
て

は
、
実
名
を
含
む
対
称
詞
が
用
い
ら

れ
る
割
合
が
低
い
。
ま
た
、
男
子
は

女
子
に
比
べ
、
年
齢
的
に
幼
い
中
学

生
の
時
期
に
は
、「bābāyī

（
パ
ピ

　

次
に
中
学
生
男
子
の
場
合
、
父
親
に
対
し
て
は
「bābā

（
パ
パ
）」
が

最
も
多
く
用
い
ら
れ
、「bābā

（
パ
パ
）＋
名
前
」
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
こ

の
二
つ
の
呼
び
か
け
方
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、
母
親
に
対

し
て
は
「m

ām
ān

（
マ
マ
ン
）」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「m

ām
ān jān

（
マ
マ
ン
ち
ゃ
ん
）」
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
呼
び
か
け
方
が
半
数
以
上
を

占
め
る
。
女
子
は
、
ま
ず
「bābāyī

（
パ
ピ
ー
）」「m

ām
ānī

（
マ
ミ
ー
）」、

次
に
「bābā jān

（
パ
パ
ち
ゃ
ん
）」「m

ām
ān jān

（
マ
マ
ン
ち
ゃ
ん
）」、

表 2：父に対する呼格的用法の対称詞

レベル

項目

回答者

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

pedar 2 1 2 2 3 3 4 4 4 4

pedar jān 1 2 2 2 2 3 2 3 1 4

bābā 4 4 8 4 11 7 13 10 15 10

bābāyī 7 7 4 6 ― 5 ― 2 ― 1

bābā jān 6 5 2 5 2 4 2 2 ― 2

bābā＋esm 5 5 6 4 5 2 2 2 2 2

いない ― 1 1 2 2 1 2 2 3 2

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

表 3：母に対する呼格的用法の対称詞

レベル

項目

回答者

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

mādar 2 1 2 2 4 3 4 4 4 4

mādar jān 1 2 3 2 2 3 2 3 2 4

māmān 4 4 8 5 16 8 16 11 17 12

māmānī 11 9 4 8 ― 6 ― 2 ― 1

māmān jān 6 6 6 7 2 3 1 3 ― 3

māmān＋esm 1 1 1 ― ― 1 ― ― ― ―

いない ― 2 1 1 1 1 2 2 2 1

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

そ
し
て
「bābā

（
パ
パ
）」「m

ām
ān

（
マ
マ
ン
）」
が
順
に
多
い
。

　

高
校
生
男
子
は
、「bābā

（
パ
パ
）」「m

ām
ān

（
マ
マ
）」
を
使
用
す
る

人
数
が
他
に
比
べ
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
、
女
子
の
場
合
は
、「bābā

（
パ

パ
）」「m
ām
ān

（
マ
マ
）」
が
最
も
多
く
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
「bābāyī

（
パ
ピ
ー
）」「m

ām
ānī

（
マ
ミ
ー
）」で
あ
っ
た
が
、
男
子
は
一
人
も
「bābāyī

（
パ
ピ
ー
）」「m

ām
ānī

（
マ
ミ
ー
）」
を
使
用
し
て
い
な
い
。

　

大
学
生
の
間
で
は
、
男
女
共
に
「bābā

（
パ
パ
）」「m

ām
ān

（
マ
マ
）」
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3
―
2
　
父
母
に
対
す
る
代
名
詞
的
用
法
の
対
称
詞

　

小
学
生
の
男
女
共
に
、
両
親
に
対
す
る
代
名
詞
的
用
法
の
対

称
詞
と
し
て
、「shom

ā

（
あ
な
た
）」
と
い
う
人
称
代
名
詞
の

二
人
称
単
数
丁
寧
形
を
使
う
と
答
え
た
者
が
二
五
名
の
う
ち
半

数
を
超
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
残
り
の
一
〇
名
前
後
は
「shom

ā, 

to

（
あ
な
た
、
君
）」、
す
な
わ
ち
人
称
代
名
詞
の
二
人
称
単
数

普
通
形
と
丁
寧
形
を
併
用
し
て
い
る
。「to

（
君
）」
の
み
を
使

う
回
答
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。

　

中
学
生
で
は
小
学
生
と
は
逆
に
、
両
親
に
対
し
て
「shom

ā, 

to

（
あ
な
た
、
君
）」
を
併
用
す
る
と
答
え
た
回
答
者
の
人
数

の
ほ
う
が
多
い
。
特
に
、
男
子
の
場
合
、
そ
の
差
が
大
き
い
。

　

高
校
生
で
は
、
男
子
の
う
ち
両
親
に
対
し
て
「shom

ā, 
to

（
あ
な
た
、
君
）」
を
併
用
す
る
者
は
、「shom

ā

（
あ
な
た
）」

ー
）」「m

ām
ānī

（
マ
ミ
ー
）」
や
「bābā jān

（
パ
パ
ち
ゃ
ん
）」「m

ām
ān 

jān

（
マ
マ
ン
ち
ゃ
ん
）」
の
よ
う
な
幼
げ
な
表
現
を
用
い
る
人
数
が
減
り
、

前
者
は
高
校
生
以
上
の
回
答
者
に
は
用
い
ら
れ
ず
、
後
者
も
社
会
人
の
回

答
者
は
使
用
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
、
男
女
共
に
、
両
親
に
対
す
る
呼
格

的
用
法
の
対
称
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
親
族
名
称
、
ま
た
は
親
族
名

称
が
含
ま
れ
る
表
現
の
み
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

表 4：父に対する代名詞的用法の対称詞

レベル

項目

回答者

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

shomā 15 15 9 11 5 13 13 15 16 16

shomā, to 10 9 15 12 15 9 6 4 2 3

hazf ― ― ― ― 3 2 4 4 4 4

いない ― 1 1 2 2 1 2 2 3 2

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

表 5：母に対する代名詞的用法の対称詞

レベル

項目

回答者

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

shomā 15 14 9 11 5 13 12 14 17 16

shomā, to 10 9 15 13 16 9 7 5 2 4

hazf ― ― ― ― 3 2 4 4 4 4

いない ― 2 1 1 1 1 2 2 2 1

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25の
み
を
使
う
回
答
者
の
三
倍
の
一
五
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
女
子

は
両
親
に
対
し
て
「shom

ā

（
あ
な
た
）」
を
使
う
と
答
え
た
回
答
者
の

ほ
う
が
多
く
、
二
五
名
の
う
ち
半
数
を
超
え
た
。「shom

ā, to

（
あ
な
た
、

君
）」
を
併
用
す
る
者
は
九
名
で
あ
っ
た
。

　

大
学
生
の
回
答
者
は
、
男
女
共
に
「shom

ā

（
あ
な
た
）」
と
い
う
人

称
代
名
詞
を
使
う
と
答
え
た
者
が
二
五
名
の
う
ち
半
数
前
後
に
達
し
た
。

す
な
わ
ち
大
学
生
男
子
は
、「shom

ā

（
あ
な
た
）」
と
い
う
人
称
代
名
詞

を
使
う
人
数
が
高
校
生
男
子
の
倍
以
上
で
あ
っ
た
。
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4
　
祖
父
母
に
対
す
る
呼
び
か
け
方

4
―
1
　
祖
父
母
に
対
す
る
呼
格
的
用
法
の
対
称
詞

　

祖
父
に
対
す
る
呼
格
的
用
法
の
対
称
詞
は
、
二
五
〇
名
の
回
答
者
の
う

ち
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
の
男
女
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
「āqā 

jān

（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
）」
が
四
五
名
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「bābā jān

（
パ

パ
ち
ゃ
ん
）」
三
六
名
、「āqā

（
旦
那
）」
三
三
名
、「bābā-bozorg

（
お

じ
い
ち
ゃ
ん
）」
三
〇
名
で
あ
る
。
一
方
、
祖
母
に
対
し
て
は
、
小
学
生

か
ら
社
会
人
ま
で
男
女
共
に
「āqā jān

（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
）」
に
対
応
す

る
「khānom

 jān

（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）」
と
い
う
表
現
は
ほ
と
ん
ど
使
用

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
祖
父
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
「āqā

（
旦

那
）」
に
対
応
す
る
「khānom

（
御
婦
人
）」
と
い
う
表
現
は
全
く
用
い

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
祖
母
に
対
し
て
最
も
多
く
使
用
さ
れ
る

表
現
は
、「azīz

（
最
愛
の
人
）」（
五
五
名
）、「azīz jān

（
最
愛
の
人
＋

ち
ゃ
ん
）」（
四
九
名
）、
次
い
で
「m

ām
ān 

jān

（
マ
マ
ン
ち
ゃ
ん
）」

（
四
二
名
）、「m

ām
ān-bozorg

（
大
き
い
マ
マ
ン
）」（
二
四
名
）
で
あ

る
。

4
―
2
　
祖
父
母
に
対
す
る
代
名
詞
的
用
法
の
対
称
詞

　

表
8
・
9
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
祖
父
母
に
対
す
る
代
名
詞
的
用
法
の

　

社
会
人
の
回
答
者
は
、
男
女
共
に
「shom

ā

（
あ
な
た
）」
と
い
う
人

称
代
名
詞
を
使
う
と
答
え
た
人
数
が
高
校
生
に
比
べ
さ
ら
に
多
く
、

「shom
ā, to

（
あ
な
た
、
君
）」
を
併
用
す
る
者
は
非
常
に
少
な
い
。

　

な
お
、
高
校
生
か
ら
社
会
人
ま
で
、
男
女
の
間
で
、
両
親
と
の
会
話
で

は
、
人
称
代
名
詞
を
「hazf
（
省
略
）」
し
て
い
る
と
い
う
回
答
者
が
確

認
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ペ
ル
シ
ア
語
で
は
、
主
語
と
な
る
人
称
表
現
は
、
一
般
的

に
特
に
強
調
さ
れ
る
場
合
や
尊
敬
表
現
以
外
で
は
省
略
さ
れ
る
。
次
に
例

を
示
す
。

⑴　

m
ī-ravī

（
人
称
代
名
詞
二
人
称
単
数
普
通
形to

は
）
行
く
。

⑵　

m
ī-ravīd

（
人
称
代
名
詞
二
人
称
単
数
丁
寧
形
／
複
数
形shom

ā

は
）
行
く
。

　

一
般
的
に
、
ペ
ル
シ
ア
語
の
人
称
代
名
詞
の
二
人
称
単
数
形
「to

（
君
）」
は
、
家
族
、
身
内
、
友
人
な
ど
の
親
し
い
相
手
と
イ
ス
ラ
ー
ム
教

の
唯
一
神
に
対
し
て
の
み
用
い
ら
れ
る
。
家
庭
の
中
で
も
家
庭
環
境
や
家

族
内
の
地
位
関
係
な
ど
に
よ
り
使
用
頻
度
に
は
個
人
差
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
親
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
代
名
詞
的
用
法
の
対
称

詞
に
は
親
族
名
称
は
用
い
ら
れ
ず
、
二
人
称
の
人
称
代
名
詞
が
使
用
さ
れ

て
お
り
、
話
し
手
の
年
齢
と
性
差
に
よ
り
普
通
形
と
丁
寧
形
の
選
択
に
は

差
異
や
変
化
が
確
認
さ
れ
た
。
高
校
生
以
上
で
は
、
人
称
代
名
詞
を
意
図

的
に
省
略
す
る
者
が
見
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
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対
す
る
代
名
詞
的
用
法
の
対
称
詞
の
調
査
結
果
の
よ
う
に
、
話
し
手
の
性

差
に
よ
る
差
異
や
、
年
齢
の
上
昇
に
よ
る
「shom

ā

（
あ
な
た
）」
を
使

用
す
る
者
と
「shom

ā, to

（
あ
な
た
、
君
）」
を
併
用
す
る
者
の
人
数
の

対
称
詞
の
使
用
傾
向
は
、
男
女
共
に
世
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
「shom

ā

（
あ
な
た
）」
と
い
う
人
称
代
名
詞
を
使
用
す
る
回
答
者
の
割
合
が
上
が
り
、

「shom
ā, 

to

（
あ
な
た
、
君
）」
を
併
用
す
る
者
は
減
少
す
る
。
両
親
に

表 6：祖父に対する呼格的用法の対称詞

レベル

項目

回答者

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

āqā-bozorg 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2

pedar-bozorg 1 2 1 2 2 1 2 1 1 1

bābā-bozorg 2 3 3 2 3 4 4 3 2 4

aqā jān 5 5 6 5 5 4 3 4 5 3

bābā jān 4 4 4 5 3 4 3 4 3 2

bābāyī 3 2 2 2 3 1 1 ― ― ―

bābā＋esm 1 1 2 2 ― 1 2 2 2 1

bābā＋esm-e □āmū 3 2 2 ― 2 2 2 2 3 3

bābā＋esm-e □amme 1 1 ― ― 2 1 1 ― ― ―

āqā 2 2 3 3 1 3 4 5 5 5

いない 2 2 1 3 3 2 2 2 2 4

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

表 7：祖母に対する呼格的用法の対称詞

レベル

項目

回答者

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

khānom-bozorg 1 1 ― ― ― 1 ― 1 2 2

mādar-bozorg 1 2 1 2 1 1 1 ― 1 2

māmān-bozorg 2 3 2 2 2 2 2 3 2 4

khānom jān 1 ― ― 1 1 ― ― 1 1 ―

māmān jān 4 2 4 5 4 4 4 5 6 4

māmānī 3 2 3 3 2 2 1 ― ― ―

māmān+esm-e □āmū 1 1 1 1 2 2 2 2 1 1

māmān+esm-e □amme 1 2 1 1 1 1 1 ― ― ―

āzīz 7 6 6 4 4 5 6 6 6 5

azīz＋jān 4 4 5 5 6 5 5 6 4 5

いない ― 2 2 1 2 2 3 1 2 2

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25
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れ
が
兄
と
姉
に
対
す
る
呼
び
か
け
方
に
若
干
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
兄
姉
に
対
す
る
呼
格
的
用
法
の
対
称
詞
の
使
用
に
つ
い
て
、
性
差

や
年
齢
に
よ
る
違
い
は
少
な
い
と
言
え
よ
う
。

5
―
2
　
兄
姉
に
対
す
る
代
名
詞
的
用
法

　

表
12
・
13
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
兄
・
姉
に
対
す
る
代
名
詞
的
用
法
の

対
称
詞
と
し
て
、
小
学
生
は
、
男
女
共
に
、
二
人
称
単
数
丁
寧
形
の
人
称

代
名
詞
「shom

ā

（
あ
な
た
）」
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
前
述

逆
転
は
確
認
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
男
女
共
に
、
祖
父
に
対
し
て
は
高
校
生
、

大
学
生
、
社
会
人
世
代
に
、
祖
母
に
対
し
て
は
大
学
生
、
社
会
人
世
代
に
、

対
称
詞
と
し
て
の
人
称
代
名
詞
を
「hazf

（
省
略
）」
す
る
回
答
者
が
確

認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
祖
父
母
に
対
す
る
代
名
詞
的
用
法
の
対
称
詞
に

は
、
親
族
名
称
は
用
い
ら
れ
ず
、
二
人
称
の
人
称
代
名
詞
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
父
母
に
対
す
る
対
称
詞
に
比
べ
、
性
差
や
年
齢
に
よ
る
違

い
は
あ
ま
り
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
表 8：祖父に対する代名詞的用法の対称詞

レベル

項目

回答者

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

shomā 14 13 12 13 14 15 16 16 16 17

shomā, to 9 10 12 9 7 6 4 5 3 2

hazf ― ― ― ― 1 2 3 1 4 2

いない 2 2 1 3 3 2 2 2 2 4

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

表 9：祖母に対する代名詞的用法の対称詞

レベル

項目

回答者

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

shomā 14 12 13 13 14 14 15 15 17 18

shomā, to 11 11 10 11 9 9 6 7 4 4

hazf ― ― ― ― ― ― 1 2 2 1

いない ― 2 2 1 2 2 3 1 2 2

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

5
　
兄
姉
に
対
す
る
呼
び
か
け
方

5
―
1
　
兄
姉
に
対
す
る
呼
格
的
用
法
の
対
称
詞

　

兄
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
呼
格
的
用
法
の
対
称
詞
の
う

ち
親
族
名
称
は
、
ト
ル
コ
語
起
源
の
「
兄
弟
」
を
意
味
す
る
口

語
表
現
「dādāsh

（
兄
さ
ん
）」、「dādāsh 

jān

（
兄
ち
ゃ

ん
）」
な
ど
は
、
ペ
ル
シ
ア
語
起
源
の
兄
弟
を
意
味
す
る
単
語

「barādar

（
お
兄
さ
ん
）」
で
あ
る
。
一
方
、
姉
に
対
す
る
親

族
名
称
は
、
ト
ル
コ
語
起
源
の
「
姉
妹
」
を
意
味
す
る
口
語
表

現
「ābājī

（
姉
さ
ん
）」、「ābājī

＋esm

（
姉
さ
ん
＋
名
前
）」、

「ābājī 
jān

（
姉
ち
ゃ
ん
）」、
ペ
ル
シ
ア
語
起
源
の
「khāhar

（
お
姉
さ
ん
）」
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
で
は
、
現
在
も
女
性
に
比
べ

男
性
を
尊
重
す
る
宗
教
的
・
社
会
的
伝
統
が
残
っ
て
お
り
、
そ
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を
用
い
る
女
子
は
相
対
的
に
少
な
い
。

大
学
生
は
男
女
共
に
、
兄
に
対
し
て

敬
意
を
示
す
「shom

ā

（
あ
な
た
）」

と
い
う
人
称
代
名
詞
を
使
う
者
が
、

姉
に
対
す
る
場
合
に
比
べ
多
い
。
た

だ
し
、
兄
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
姉

に
対
し
て
も
「to

（
君
）」
の
み
を

使
用
す
る
回
答
者
は
少
な
い
。
社
会

人
で
も
、
兄
に
対
し
て
「shom

ā

（
あ

な
た
）」
を
用
い
る
者
が
姉
に
対
し

て
に
比
べ
多
く
、
兄
に
対
し
て
「to

（
君
）」
の
み
を
使
う
回
答
者
は
一
名

も
い
な
い
。
一
方
、
姉
に
対
し
て
、

「shom
a, 

to

（
あ
な
た
、
君
）」
を

の
よ
う
に
、
ど
の
家
庭
で
も
、
子
ど
も
に
、
幼
少
時
か
ら
小
学
生
頃
ま
で

「shom
ā

（
あ
な
た
）」
と
「to

（
君
）」
の
使
い
分
け
を
覚
え
さ
せ
る
た

め
に
、
家
族
に
も
「shom
ā

（
あ
な
た
）」
と
い
う
表
現
を
使
用
さ
せ
る

か
ら
で
あ
る（

2
）。

　

中
学
生
、
高
校
生
は
、
男
女
共
に
「shom

a, to

（
あ
な
た
、
君
）」
を

併
用
す
る
者
と
親
し
み
を
示
す
人
称
代
名
詞
「to

（
君
）」
の
み
を
用
い

る
者
が
ほ
ぼ
同
人
数
で
あ
る
が
、
た
だ
兄
に
対
し
て
「to

（
君
）」
の
み

表 10：兄に対する呼格的用法の対称詞

レベル

項目

回答者

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

dādāsh 2 3 2 4 1 3 1 3 2 3

dādāsh＋esm 2 3 2 2 2 3 2 3 1 2

dādāsh jān 1 1 1 2 ― 2 ― ― ― 1

barādar 1 2 2 3 2 2 1 1 2 2

seyyed＋esm 3 3 3 2 3 2 2 3 2 2

esm 11 8 11 8 14 10 14 12 15 12

いない 4 5 4 4 3 3 5 3 3 3

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

表 11：姉に対する呼格的用法の対称詞

レベル

項目

回答者

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

ābājī 1 2 1 1 1 2 1 2 1 2

ābājī＋esm 1 3 1 2 2 2 ― ― 1 1

ābājī jān 1 1 ― 1 ― ― 1 ― ― ―

khwāhar 1 1 1 2 1 1 ― 2 2 3

sādāt 2 3 3 2 2 3 2 4 ― ―

esm 16 11 16 13 17 13 17 14 18 16

いない 3 4 3 4 2 4 4 3 3 3

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

併
用
す
る
者
は
、
兄
に
対
す
る
場
合
に
比
べ
多
く
見
ら
れ
る
。

　

兄
姉
に
対
す
る
代
名
詞
的
用
法
の
対
称
詞
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、

「dādāsh

（
兄
さ
ん
）」、「ābājī

（
姉
さ
ん
）」
等
の
い
わ
ゆ
る
親
族
名
称

は
使
わ
れ
ず
、
人
称
代
名
詞
で
あ
る
「shom

ā

（
あ
な
た
）」、「to

（
君
）」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
兄
姉
に
対
す
る
代
名
詞
的
用
法
は
性
差
に
よ
り
変

わ
ら
な
い
が
、
兄
に
対
し
て
は
、
呼
び
か
け
る
者
の
年
齢
と
地
位
が
上
が

る
と
「to

（
君
）」
と
い
う
人
称
代
名
詞
の
使
用
が
減
少
す
る
こ
と
が
明
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弟
・
妹
に
対
す
る
代
名
詞
的
用
法
の
対
称
詞
に
関
す
る
調
査
に
よ
る
と
、

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
は
男
女
共
に
「to

（
君
）」
を
使
用
す
る
者
が

非
常
に
多
い
が
、
大
学
生
は
「shom

ā, to

（
あ
な
た
、
君
）」
を
使
用
す

る
人
数
が
高
校
生
に
比
べ
多
く
、
社
会
人
は
「to

（
君
）」
の
み
を
使
用

す
る
人
は
少
な
く
、「shom

ā, to

（
あ
な
た
、
君
）」
が
多
い
。

　

弟
妹
に
対
し
て
敬
意
を
示
す
人
称
代
名
詞
「shom

ā

（
あ
な
た
）」
を

使
う
回
答
者
は
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
男
女
合
わ
せ
て
三
一
名
確
認

さ
れ
た
。

ら
か
に
な
っ
た
。

　
6
　
弟
妹
に
対
す
る
呼
び
か
け
方

6
―
1
　
弟
妹
に
対
す
る
呼
格
的
用
法
の
対
称
詞

　

父
親
が
“seyyed

”の
家
庭
に
属
す
る
回
答
者
は
、
弟
や
妹
に
対
し
て
、

“seyyed

” 

“sādāt

”と
呼
び
か
け
る
。
そ
の
他
の
家
庭
で
は
、
弟
や
妹
に

「
名
」
の
み
で
呼
び
か
け
る
者
が
多
い
。
兄
弟
と
姉
妹
に
対
し
て
使
用
す

表 12：兄に対する代名詞的用法

レベル

項目

兄に対する代名詞的用法

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

shomā 12 12 5 6 5 6 10 12 15 16

shomā, to 6 7 8 9 9 11 6 7 7 6

to 3 1 8 6 8 5 4 3 ― ―

いない 4 5 4 4 3 3 5 3 3 3

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

表 13：姉に対する代名詞的用法

レベル

項目

姉に対する代名詞的用法　

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

shomā 13 11 6 5 6 5 6 8 7 7

shoma, to 7 8 8 8 9 9 12 12 13 13

to 2 2 7 8 8 7 3 2 2 2

いない 3 4 3 4 2 4 4 3 3 3

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

る
親
族
名
称
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、「dādāsh

（
兄

弟
）」
と
い
う
名
詞
の
変
形
で
あ
る
“dādāshī

”は
弟
に
対
し

て
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
兄
に
対
し
て
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
男
女
と
も
に
弟
妹
に
対
し
て
親
族
名
称
で
呼

び
か
け
る
回
答
者
が
見
ら
れ
る
が
、
非
常
に
少
な
い
。

　

な
お
、「dādāsh

（
兄
さ
ん
）」「ābājī

（
姉
さ
ん
）」
と
い

う
ト
ル
コ
語
の
親
族
名
称
は
、
ペ
ル
シ
ア
語
に
入
っ
た
頃
に
は
、

兄
姉
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
、
特
に
弟
妹
に

対
す
る
親
族
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
よ
り
、
弟
妹
に
対
す
る
呼
格
的
用
法
は
性
別
や
年
齢
に

よ
る
違
い
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
6
―
2
　
弟
妹
に
対
す
る
代
名
詞
的
用
法
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る
呼
格
的
用
法
と
代
名
詞
的
用
法
と
し
て
用

い
ら
れ
る
様
々
な
対
称
詞
の
使
い
分
け
の
実

態
を
調
査
し
て
き
た
。
分
析
の
結
果
、
以
下

の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

⑴　

両
親
、
祖
父
母
に
対
す
る
対
称
詞

●

父
母
、
祖
父
母
に
対
す
る
呼
格
的
用
法

の
対
称
詞
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
豊
富

で
あ
る
。

●

子
の
父
母
、
孫
の
祖
父
母
に
対
す
る
呼

格
的
用
法
の
対
称
詞
は
、
親
族
名
称
が

多
い
。

●

子
が
父
母
に
対
し
て
用
い
る
呼
格
的
用

　

こ
の
よ
う
に
ペ
ル
シ
ア
語
で
は
、「
弟
・
妹
」
に
対
し
、
呼
格
的
用
法

は
名
前
で
呼
び
か
け
、
代
名
詞
的
用
法
と
し
て
は
二
人
称
表
現
の

「shom
ā, to

（
あ
な
た
、
君
）」
を
併
用
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
テ
ヘ
ラ
ン
在
住
の
ペ
ル
シ
ア
語
を
母
語
と
す
る
小
学
生
か

ら
社
会
人
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
き
、
家
族
に
対
す

表 14：弟に対する呼格的用法の対称詞

レベル

項目

回答者

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

dādāsh ― 2 ― 3 ― 3 ― 3 ― 4

dādāsh＋esm ― 2 ― 1 ― ― ― 2 ― 1

dādāsh jān ― ― ― 1 ― 1 ― ― ― 1

dādāshī ― 1 ― ― ― 2 ― 1 ― 1

seyyed＋esm 3 2 2 2 1 2 2 2 ― ―

esm 19 14 20 16 22 13 21 14 25 17

いない 3 4 3 2 2 4 2 3 ― 1

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

表 15：妹に対する呼格的用法の対称詞

レベル

項目

回答者

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

ābājī 1 1 ― 1 1 ― 1 ― ― ―

khwāhar 1 ― ― 1 ― ― 1 ― 1 ―

esm 18 19 21 17 17 21 22 21 21 24

esm＋sādāt 2 1 2 2 3 1 ― 2 1 1

いない 3 4 2 4 4 3 1 2 2 ―

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

法
の
対
称
詞
の
使
用
に
年
代
に
よ
る
違
い
が
あ
る
。
上
の
年
代
ほ
ど
、

シ
ン
プ
ル
な
人
称
表
現
「bābā

（
パ
パ
）」「m

ām
ān

（
マ
マ
）」
を

好
み
、
そ
う
し
た
傾
向
は
男
子
の
ほ
う
が
顕
著
で
あ
る
。
一
方
、
孫

が
祖
父
母
に
対
し
て
用
い
る
呼
格
的
用
法
の
対
称
詞
使
用
に
は
あ
ま

り
違
い
が
な
い
。

●

子
の
父
母
、
孫
の
祖
父
母
に
対
す
る
代
名
詞
的
用
法
の
対
称
詞
は
、

人
称
代
名
詞
の
み
で
あ
る
。

●

父
母
・
祖
父
母
に
対
す
る
代
名
詞
的
用
法
の
対
称
詞
は
、「shom

ā
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●

兄
の
場
合
は
、
低
い
年
代
で
は
「shom

ā

（
あ
な
た
）」

が
中
心
で
、
思
春
期
に
な
る
と
「to

（
君
）」
の
併
用
や

単
独
使
用
が
一
時
的
に
増
加
す
る
が
、
大
人
に
な
る
に
つ

れ
て
「shom

ā

（
あ
な
た
）」
の
単
独
使
用
に
戻
る
傾
向

が
あ
る
。
姉
の
場
合
も
、
途
中
ま
で
は
似
た
傾
向
で
あ
る

が
、
大
人
に
な
っ
て
主
流
に
な
る
の
は
「shom

ā

（
あ
な

た
）」「to

（
君
）」
の
併
用
で
あ
る
。

⑶　

弟
妹
に
対
す
る
人
称
表
現

●

兄
姉
は
弟
妹
に
対
し
て
名
前
で
呼
ぶ
こ
と
が
一
般
的
で
あ

る
が
、
親
族
名
称
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

●

男
女
・
年
齢
の
別
に
よ
る
呼
格
的
用
法
の
対
称
詞
の
差
は

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

（
あ
な
た
）」
が
用
い
ら
れ
る
の
が
原
則
だ
が
、
父
母
の
場
合
、
思
春

期
に
は
男
子
を
中
心
に
「to

（
君
）」
を
併
用
す
る
人
が
増
加
す
る

傾
向
が
あ
る
。
祖
父
母
の
場
合
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
「to

（
君
）」
が

併
用
さ
れ
、
年
齢
が
上
が
る
と
共
に
そ
の
数
が
減
少
す
る
傾
向
が
あ

る
。
ま
た
、
父
母
に
対
し
て
も
祖
父
母
に
対
し
て
も
、
大
人
に
な
る

と
相
手
の
こ
と
を
省
略
し
て
呼
ば
な
い
よ
う
に
す
る
人
が
男
女
と
も

に
出
現
す
る
。

●

父
母
や
祖
父
母
に
対
し
て
呼
び
捨
て
は
使
用
し
な
い
。

表 16：弟に対する代名詞的用法の対称詞

レベル

項目

回答者

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

shomā 3 2 2 1 1 2 2 2 2 3

shomā, to 4 5 4 8 6 5 10 9 19 18

to 15 14 16 14 16 14 11 11 4 3

いない 3 4 3 2 2 4 2 3 ― 1

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

表 17：妹に対する代名詞的用法の対称詞

レベル

項目

回答者　

小 中 高 大 社

性差 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

shomā 2 2 3 1 2 2 2 2 2 3

shomā, to 6 3 6 4 5 5 10 11 14 16

to 14 16 14 16 14 15 12 10 7 6

いない 3 4 2 4 4 3 1 2 2 ―

合計 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25
　

⑵　

兄
姉
に
対
す
る
人
称
表
現

●

弟
妹
の
兄
姉
に
対
す
る
呼
格
的
用
法
の
対
称
詞
は
、
名
前
が
中
心
で

あ
り
、
親
族
名
称
が
そ
れ
に
続
く
。

●

名
前
で
呼
び
か
け
る
の
は
男
子
の
ほ
う
が
女
子
よ
り
も
若
干
多
い
。

●

兄
に
対
す
る
親
族
名
称
の
使
用
は
姉
に
対
し
て
よ
り
多
い
。

●

弟
妹
は
兄
姉
と
の
対
話
に
お
い
て
、
人
称
代
名
詞
の
み
で
呼
び
か
け

る
。
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母
や
兄
姉
に
対
し
、
代
名
詞
的
用
法
に
「to

（
君
）」
が
増
え
る
傾
向

が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
成
人
期
に
見
ら
れ
、
父
母
や
兄
姉
に
対
す
る

「to

（
君
）」
が
「shom

ā

（
あ
な
た
）」
に
戻
っ
た
り
、
省
略
さ
れ
た

り
す
る
。
し
か
し
、
祖
父
母
や
弟
妹
に
対
し
て
は
あ
ま
り
違
い
が
な
い
。

③
呼
ぶ
側
の
性
差
に
よ
る
違
い
は
あ
る
が
、
一
般
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
ほ

ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
女
子
は
男
子
に
比
べ
て
、
父
母
に
対
し
て

愛
称
を
つ
け
る
傾
向
が
多
か
っ
た
り
、
兄
姉
に
対
し
て
名
前
の
呼
び
捨

て
を
避
け
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
く
ら
い

で
あ
る
。

④
目
上
・
目
下
と
い
う
考
え
方
も
明
確
に
見
ら
れ
る
。
対
称
詞
の
呼
格
的

用
法
で
は
、
父
母
・
祖
父
母
を
名
前
の
み
で
呼
ば
ず
、
親
族
名
称
で
呼

ぶ
の
も
目
上
に
対
す
る
敬
意
の
表
れ
で
あ
る
し
、
兄
姉
を
呼
ぶ
と
き
は

「shom
ā

（
あ
な
た
）」
が
中
心
で
あ
り
、
弟
妹
を
呼
ぶ
と
き
は
「to

（
君
）」
が
中
心
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
点
は
窺
い
知
れ
る
。

●

兄
姉
は
弟
妹
に
対
し
て
人
称
代
名
詞
の
み
で
呼
び
か
け
る
。

●

弟
妹
と
も
、
低
い
年
代
で
は
「to

（
君
）」
が
中
心
で
、
大
人
に
な

る
に
つ
れ
「shom

ā

（
あ
な
た
）」「to

（
君
）」
の
併
用
に
移
行
す

る
。

　

上
記
の
結
論
を
社
会
言
語
学
的
な
観
点
か
ら
整
理
し
直
す
と
、
以
下
の

五
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①
対
称
詞
の
呼
格
的
用
法
と
代
名
詞
的
用
法
の
間
に
は
明
確
な
境
界
線
が

あ
る
。
呼
格
的
用
法
で
は
、
父
母
・
祖
父
母
に
対
し
て
は
親
族
名
称
が

中
心
で
あ
り
、
兄
弟
姉
妹
に
対
し
て
は
名
前
が
中
心
で
あ
る
。
代
名
詞

的
用
法
は
「shom

ā

（
あ
な
た
）」「to

（
君
）」
と
い
う
人
称
代
名
詞

の
選
択
が
中
心
で
あ
り
、
省
略
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

②
呼
ぶ
側
の
年
代
に
よ
る
違
い
が
あ
る
。
一
つ
は
思
春
期
に
見
ら
れ
、
父
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